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台風中心位置の72時間先の予報誤差* を、H22年までにH17年と比べ
約20％改善し、260㎞にする。 * 当該年を含む過去3年間の平均

72時間予報の誤差は予報技術の改善を代表する。

24時間予報、48時間予報の改善状況も合わせて示す。

台風予報の精度（台風中心位置の予報誤差）

260km(H22年）

323km(H17年）

（目標値）

・災害による被害の軽減

・効果的、効率的な防災対策

301km(Ｈ21年)

【１】
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竜巻発生確度ナウキャスト

平成22年5月から発表開始

竜巻注意情報

平成20年3月26日から発表開始

（雷注意報を補足する気象情報
として、文章形式で発表）

数値予報モデルを用いて
突風発生の危険度を計算

レーダー等の観測や数値予報を組み合

わせて、竜巻等激しい突風をもたらす

ような発達した積乱雲の存在しうる気

象状況であるか判断する技術を開発

数
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る精度向上に寄与

風の観測

降水の観測

メソサイクロン

（平成20年3月27日 鹿児島県で発表された竜巻注意情報）

突風等災害対策のための防災気象情報の改善

（１０分ごとに１時間先までの、竜巻等の
発生確度を分布図型式で常時提供）

10分後
20分後

30分後
40分後

50分後

60分後

イメージ図

平成21年度末時点でドップラー化済み

平成21年度整備箇所

気象ドップラーレーダーによる観測

風・雨のデータ活発な積乱雲を監視す
るとともに、竜巻の発生
と関係がある局地的な
低気圧（メソサイクロン）
を検出

同様の型式で発雷の激しさを予測する
「雷ナウキャスト」も提供

【２】



２時間先の１時間雨量予測値の精度の改善

大雨警報のための雨量予測精度

評価のための指標：

2時間先の1時間雨量の予測値と実況値の比率

対象とする事象は、20km格子で平均した予測値と実況
値の合計が20mm以上の降水とする。

短時間強雨による土砂災害・水害対策等の防災活動に寄与

平成２１年．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．平成２４年

０．５７

０．６０

２時間先：
適切なリードタイムの確保

20km格子：
ほぼ二次細分区の広さに対応

20mm以上：
ほぼ大雨注意報基準に対応 強い降水の予測の雨量比率
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豪雪地域における大雪予測精度の改善

・防災体制

平成１８年豪雪（消防庁調べ：18年4月17日現在）

死傷者 1,243人 住宅被害 4,661棟

大雪に関する情報の改善

△▼地方気象台発表

◎◆地域に今夜９時から次の日朝９時までの１２時間にXcmの降雪が予想される。

※精度指標：12時間降水量の実測値と予測値の比の全国平均 （0≦指標≦1 実測値と予報値が一致した場合のみ１）
目標値：平成22年度 0.65 （実績： 平成17年度 0.61、平成18年度0.62、平成19年度0.62、平成20年度0.64、平成21年度0.65 ）

・人員手配 ・機材の準備 ・交通及びライフライン確保

近年、雪害が増加傾向にある。
→ 大雪予測に基づく適時、適切な

雪害対策が必要。

【４】
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震度速報

津波注意報・津波警報*1

震源に関する情報*2

津波情報

震源・震度に関する情報

各地の震度に関する情報

津波情報

（震度３以上）

（震度３以上）

（震度１以上）

約５分後

（数秒～
数十秒後)

緊急地震速報
（平成18年8月1日より先行提供、

平成19年10月１日一般提供開始）

＊1 緊急地震速報の技術を活用し津波予報の迅速化可能時には、最速２分で発表。

＊2 津波なしの場合に発表

地震津波情報の迅速な発表（地震発生から地震津波情報発表までの時間）

（分）

（年度）

地震発生から地震津波情報発表までの
時間の推移

【目標】
地震＊3発生か
らこれら地震津
波情報発表ま
でに要する時
間を平成23年
度までに3分以
内とする。

＊3 地震発生後10分以内に津波が来襲することのある、

沿岸から100km以内で発生する地震を対象とする。

迅速で的確な初動体制の確立効 果

地震発生

【５】



鶴見岳・伽藍岳

（新燃岳・御鉢）

▲：連続監視を行っている火山（３４）

▲：計画的に調査観測を行う火山（４６）

△：無人島、海底火山等（２７）

： 平成21年度までに噴火警戒レベルを導入（26）

分かりやすい

噴火警報の提供

（噴火警戒レベル導入）

： 平成22年度内の導入目標火山（３）

【６】



1) 地震発生場所からの距離を考慮
（距離に従い、震度は小さくなる）

2) 地表近くの地盤を考慮
（地盤増幅度（揺れやすさの指標）を加える）

緊急地震速報の精度向上（震度の予測精度）

地震の発生場所
（震源の位置）

予想震度
６弱 予想地点の地盤増幅度は、周

辺１ｋｍ四方で代表的な地質を
もとに換算式で算出したもの

実際に観測点で得られた震度
をもとに、地盤増幅度の補正を
行い、震度の予想精度を向上

震度計

予想震度

観
測

震
度

【７】



多成分歪計の整備による東海地震予知の確度向上

微小な歪み(体積変化「量」)
だけを観測する、体積歪計を
メインとする現行の地殻観測
体制では、これら「すべり」
のソース（発生場所）を検知
する能力に劣る。

背 景

東海地震の発生までの猶予時間が確保
でき、十分な対策を講じることができる。

東海地震の予知は、想定震源域で発生する｢前兆すべり｣を地中に展開した歪観測網等で捉えることにより行う。
①２つのプレートの境界面上の想定震源域の一部で発生した前兆すべりは、次第に加速度的に拡大し、東海地震に至る。
②想定震源域の西側で発生する｢ゆっくりすべり｣が前兆すべりを促進する可能性も指摘されている。

「すべり」（ゆっくり地震）をいち早く、より小さい段階で、
高性能の歪計により捉えることができれば・・・・、

課 題

東海地震の
想定震源域短期的ゆっくりすべり

長期的
ゆっくりすべり

ゆっくりすべりが
前兆すべりに作用？

微小な歪みだけではなく、地殻
内にかかる歪みの変化の量と
「方向」まで分かる多成分歪計
による観測・解析により、
・より小さいすべりの検知力
・すべりの位置･規模の特定精度
を向上することが可能となる

○印：多成分歪計を新規整備

多成分歪計６点を新たに整備

21年度目標

多成分歪計の観測データを駆使した
東海地域の地殻活動の解析・評価体制の確立

地震予知精度の向上
東海地震に関連する情報の発表の迅速化

効 果

東海地震
応急対策への貢献

【８】



１－１－３ 防災関係機関への情報提供機能および連携の強化

地方公共団体の防災対策への支援強化

市町村長の避難勧告等の判断をより一層支援するため、地方気象台等による地方公共団体の防災対策全般
への支援活動を強化する。

 これまで各地方気象台等が自主的に実施してきた地方公共団体の防災対策支援の取り組みを、全国に広げ、
統一した内容で実施することにより支援活動を強化

 年度当初に各気象台が実施計画を作成し、平成22年末を目途にその取組状況の調査・点検を実施

地域防災の一
翼としての気
象台の存在感、
信頼感の増幅

地域防災への
的確な支援

住民の安全・
安心へ貢献

○避難勧告等の判断・伝達マニュアルやハザードマップ策定への支援

○防災・気象知識の普及・啓発活動
（講演会、説明会の実施等）

○防災訓練への積極的な参画

○台風接近時等における事前説明会の実施

○震災や風水害時等において、地方公共団体の災害対策本部への職員派遣による
防災気象情報の提供・解説

○ホットラインによる気象状況等の解説

具体的な取り組み内容

平成22年度の取り組み

【９】



羽田空港での飛行場予報（着陸予報・離陸予報）の発表開始

・平成22年10月に4本目の新滑走路供用
開始（予定）

・国際便発着が拡大見込み

○国際的要請に従った飛行場予報
（着陸予報・離陸予報）の発表を
同時期から開始

着陸予報：到着予定前おおむね1時間以内の航空機の着陸用の飛行場予報
離陸予報：出発予定前おおむね3時間以内の航空機の離陸用の飛行場予報

・国際便の安全性・効率性の向上
（国交省航空局HP掲載資料から引用）

【１０】



航空地上気象観測システム

航空地上気象観測システム整備（時間的にきめ細かな観測データ提供等）

滑走路視距離観測装置

風向風速計

観測現業室
気圧計

気象観測露場
温度・湿度計、シーロメータ、

雨量計、視程計等

平成21年度：
○仙台空港・新潟空港にシステム整備・運用開始
○東京国際空港のD滑走路整備に対応するため、

システムを追加整備

◎新千歳空港にシステム整備

◎東京国際空港に追加整備したシステムの運用開始

平成２２年度目標

●従来よりも時間的にきめ細かな観測データ（飛行場
の風向 風速、視程、雲底の高さ、雲量、大気現象
（雨・雪）など）を提供

航空機運航の安全性の向上
⇒ 定時制の確保 に活用

適切な飛行計画の策定等

航空機の運航に影響を与えるシビアー現象等を
時間的にきめ細かく迅速に提供

【１１】



沿岸波浪情報の充実・改善

海域数を11以上に
現状の５海域と同様に、
水深の浅い海域を予測対象
海域に追加

現状（平成21年度）

実施対象海域数 5
①東京湾 ②伊勢湾
③播磨灘 ④大阪湾
⑤有明海

海岸管理向け
の情報の提供

目標値（平成24年度）予測対象海域
（きめ細かな波浪予測情報を提供する海域）の増

・内海・内湾における沿岸防災
・海運・漁業の安全確保

①

②
③④

⑤

海域を限定する
ことで情報の
密度を濃く

～特定海域を対象としたきめ細かな波浪予測情報の提供～

・水深の浅い特定の海域を対象
に海岸部での波の変形も予測

・高い解像度(1.7kmメッシュ）

浅海波浪モデルによる
特定海域の波浪の予測

沿岸波浪モデルによる
日本付近の波浪の予測

【１２】



観測による高精度海洋観測

航空機による大気観測

化学輸送モデルの結果を用いて
○予測期間を延長したスモッグ気象情報の発表を開始

平成２１年度及び平成２２年度に整備した装置及び体制により
○大気－海洋間の二酸化炭素交換量の監視領域を「北西太平洋及び太平洋赤道域」→「太平洋全域」に拡大
○北西太平洋の人為起源二酸化炭素蓄積情報を公開
○厚木～南鳥島間の航空機による温室効果ガス観測値を公開

人為起源二酸化炭素の
海洋内部への蓄積量（東経137度）

大気―海洋間の
二酸化炭素の年交換量

化学輸送モデル

予測期間を延長した

スモッグ気象情報
を発表

地球環境に関する気象情報の充実・改善
～地球環境に関する情報について各年度３件の改善又は新規の情報提供を実施～

予測支援資料 予報官

開発された化学輸送モデルを用い

観測・監視体制の強化 情報の高度化及び新たな情報提供

水深[m]

緯度

地
方
自
治
体
等

国
民

●
南鳥島

厚木
基地

航空機による温室効果ガス観測

【１３】



【指標の変更】

（従来）信頼度による評価 → （変更後）信頼度に分離度を加味した評価

確率予報の「利用しやすさ」を客観的に評価可能

○利用しやすい確率予報○利用しづらい確率予報
30% 30%40%

低 並 高 低 並 高

10% 30% 60%

延
べ
回
数

延
べ
回
数

BSS = 0.04 BSS = 0.18

信頼度（的中率）
のみの評価では
両者に差がない

予報確率が分離すると
「利用しやすさ」が増加

信頼度に加え分離度も評価出来る、ブライアスキルスコア（BSS)に指標を変更

季節予報の確率精度向上（１か月気温確率）
～予測精度の向上とともに利便性の高い予報の発表頻度を増加～

平成２２年度は、引き続き、
利用者にとって利便性の高い、大きな確率や小さな確率の発表頻度の増加とともに、信頼度の向上を目指す。

出
現
率
（
％
）

出
現
率
（
％
）

【１４】



累年値の均質性を保つための調整
統計的補正技術の開発・適用
官署移転
アメダスのデータ間隔の変遷
日照や降雪の深さの観測方法の変更

2010年平年値の作成

日々の気温予報や季節予報、天候監視
における平年差・階級区分への適用

平年値は様々な分野で利用される基盤的な気候情報

西暦の1位が１の年からの30年について算出した平均値

1981～2010年の観測値（データが8年以上の地点）

気象台等
約150地点

昭和基地含む

アメダス
約1100地点

高層観測
17地点

昭和基地含む

10年ごとに更新

2010年平年値
•日別平滑平年値
•旬別、月別、季節別、年別値
•気圧、気温、湿度、風速、

雲量、日照時間、降水量、
降雪の深さ、真夏日日数、
日100mm以上日数、・・・

降水量平年比（％）

平成22年秋から順次公開
（気象庁ホームページ等）
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エルニーニョ監視速報 （No.210）
太平洋熱帯域の概況
エルニーニョ現象は 春の内に終息する・・・

インド洋熱帯域の概況
インド熱帯域の海面水温は、春から夏にかけて基準値夜高
い値で推移する・・・

異常気象への対応のための海洋変動監視予測情報の提供

エルニーニョ監視速報 (No.176)

エルニーニョ監視海域の海面水温は、今後下降し、今後1、2ヶ
月のうちにラニーニャ現象が発生する可能性が高い。

エルニーニョ監視海域を対象とした監視予測情報

平成21年6月まで

異常気象の頻発による被害を軽減するため、異常気象の発生要因として広く知られているエルニーニョ現象など
の熱帯海域での海洋変動の監視予測対象領域を拡大し、新たに太平洋西部・インド洋の熱帯海域も対象とした
海洋変動監視予測情報の提供を開始した。

より広域を対象とした海洋変動監視予測情報

エルニーニョ発生時には、冷夏あるいは暖冬となる傾向がある

・数値シミュレーション技術を改良し、予測精度を向上させた
・インド洋熱帯域・西太平洋熱帯域の海洋情報を加えた
・考えられる天候への影響も情報に加えた

インド洋の水温変動：日本の
天候に関わりの深いアジアモ
ンスーンに影響

西太平洋の水温変動：日本
の天候に関わる太平洋高気
圧の消長に影響

改善点

インド洋熱帯域

西太平洋熱帯域
エルニーニョ監視海域

（従来通り）

平成21年7月以降

エルニーニョ監視海域

エルニーニョ監視速報ウェブページへのアクセス数

平成18年度：22万件 平成21年：33万件
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高潮予測モデルの高度化

砕波による潮位上昇の考慮

高解像度化（1.8km→1km）

台風情報

気象モデルGPV（MSM）

面的天文潮を加算→潮位

高潮分布予測データ波浪予報GPV

～複雑な海底地形を考慮、天文潮予測モデルの改善～

入力データ
（風、気圧、波浪）

高潮モデル
（吹き寄せ、吸い上げ、

Wave Setup）

プロダクト
（潮位偏差計算結果）

時系列データ
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次期静止気象衛星の整備

防災のための監視機能を強化

■台風の監視機能が向上

■集中豪雨や突風をもたらす
雲の監視機能を強化

★ 解像度を２倍に強化

★ 観測時間を１０分間に短縮

１時間に２回観測 １時間に６回観測

★ 画像の種類が増加

地球環境の監視機能を強化

赤外域

（人の目に見えない）

可視域

（人の目に見える）

近赤外域

（人の目に見えない）

RGB

３原色画像
(カラー合成画像）

白黒画像

な し

４種類の画像

１０種類の画像３種類の画像

波

長

次
期
衛
星

16
種
類

現
行
衛
星
５
種
類

短い 長い

■火山灰や大気中の微粒子の分布
移 動を高精度に把握
火山灰、黄砂、雪氷分布、オゾン等

■温暖化予測の 精度向上に貢献

効 果
効 果

2014.夏 打上予定

2016.夏 打上予定

製 作 観測運用

観測運用

待機運用 観測運用

待機運用

待機運用

製 作 待機運用

一
括
調
達

待機運用

待機
運用観測運用

運輸多目的衛星新１号
ひまわり6号

運輸多目的衛星新２号
ひまわり７号

静止地球環境観測衛星
ひまわり８号・９号

年 度
H16
2004

H17
2005

H18
2006

H19
2007

H20
2008

H21
2009

H23
2011

H24
2012

H25
2013

H26
2014

H27
2015

H28
2016

H29
2017

H30
2018

H31
2019

H32
2020

H33
2021

H34
2022

H35
2023

H36
2024

H37
2025

H38
2026

H39
2027

H40
2028

H41
2029

2005.2.26打ち上げ

2006.2.18打ち上げ

打ち上げ

打ち上げ

『26･28年度打ち上げに向け着実に推進』

H22
2010

平成２６年度・２８年度の打ち上げを目指した
地球環境観測衛星「ひまわり８号・９号」の整備

静止地球環境観測衛星の着実な整備

平成２２年度目標
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※アジア・太平洋気候センターは、WMO第Ⅱ地区地域気候センター（RCC）として活動

予測情報への定期的利用国をさらに増加

技術指導

気候情報提供

アジア太平洋気候センター業務の充実
～アジア・太平洋の国家気象機関が各国で行う季節予報を支援～

気候情報に関する資料の提供
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WDCGGの機能
●観測データの収集と品質チェック

●観測データのデータベース化と管理

●プロダクトの作成

●観測データやプロダクトのオンライン提供

温室効果ガス情報の収集と管理・提供

データ収集地点

温室効果ガス世界資料センター(WDCGG)への観測データ量の拡大
WMO World Data Center for Greenhouse Gases (WDCGG)

～地球温暖化の監視・予測の基礎となる温室効果ガス観測データの収集拡大～

平成22年度は、

船舶、航空機など移動観測点からの観測
データの収集拡大に向け、重点的に調整
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気象業務支援センター

民間において利用可能な気象情報

0

2

4

6

8

10

ＧＢ
9.5

0
50

100
150
200
250
300
350
種類数 329気象情報の量 技術資料の種類

3148.8

0.3

81

電文形式データ

ファイル形式データ

緊急地震速報

気象庁

地震・火山情報、予報、
警報、観測情報など

数値予報データ、レー
ダー、降水短時間予報、
天気図、図形式情報など

高度利用者向け情報
一般向け情報

民間気象事業者等
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最終目標 「緊急地震速報の受信端末の累計出荷台数を
平成25年度までに26万台とする。」

～平成２２年度業務目標～

13万台
平成20年12月現在

震度5弱

端末 ！

○地震被害の軽減
○身の安全の確保

緊急地震速報の利活用推進

・緊急地震速報の入手・活用方法の周知広報
・関係省庁と連携し周知・広報・利活用促進への取り組み
・関連団体と協力をした、優遇税制の周知広報

【２２】
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